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皆様へのお願い

・麻しんを疑う症状がある場合、外出を控え、受診する際には事前に医療機関に電話

　し、なるべく公共交通機関の利用を避けてください。

・麻しんの感染拡大防止のため、接触者等への行政による調査にご協力ください。

・お子様が歳または就学前年間にある場合、積極的に早期の接種をご検討ください。

・定期接種の接種歴を確認いただき、回のワクチン接種の検討※をお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　※今回の流行の中心である1040代の方は特にご検討ください。

・妊娠中に感染すると早産や流産のリスクがあるため、妊娠前の接種を検討ください。

・免疫不全のある方は、主治医の方と相談の上、接種を検討ください。

・乳幼児は、肺炎や脳炎を起こすリスクがあるため、家族の接種歴を確認ください。

感染約10日後に発熱や咳などの風邪症状が現れ、日

熱が続いた後、39度以上の高熱と発しんが出現します。

空気感染等によりヒトからヒトへの感染力は非常に強いで

す。発症日の日前から解熱後日間まで感染力があります。


